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2種 の 「は じめ」 について
日英語比較研究
加 藤 主 税
1.序
「始め て」か 「初 めて」か,「 始めま して」か 「初 めまして」か,さ ら
に 「始 ま り」か 「初 ま り」か どちらが正 しいかは,わ れ われ 日本人で もた
いへん迷 う ところであ る。 さ らに,「 始め 」 と 「初 め」 の差 は直感的 にた
いへん微妙 に感 じる。 これ らの語 は使用上 あ るいは表記 上なん らかの区別
があ るだ ろ うか。 これ らを明確 に説 明す るために,英 語beginningとの
比較か ら,eventive亠non・eventiveの概 念 を採用 してゆ く。eventive
NPと は基 底構造 にEVENTを 有す るNPの ことで,換 言すれば,「 コ
ト」 を表わす 「モ ノ」表 現であ り,non-eventiveNPとはEVENTを 有
さない,「モ ノ」 を表 わすNPの ことで あ る。
eventive‐non-eventivelこついては拙 論 「"EventiveConstruction
考"1976。愛知工業大学研究報告11号」 と 「"EventiveNPについての 日
英 比較"1976。申部地区英語教育学会 紀要6号 」 を参照 されたい。本 稿で
は 「始め る」「始ま る」「始 ま り」「始 め」 「初 め」などの 語 をeventiveと
い う概念 を用い て考察す る。
2.始 と 初
(1)始める*初 め る 終 える
(2)始まる一*初 まる 終 わ る
(3)始ま り?初 ま り 終 わ り
(4)始 め 初 め 一*終 え
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(5)2始めて一 初 めて
(6)?始めま して 初め まして
上 の(1)一(6)は「始」と 「初 」の用法 を示 し,参 老 として,そ の反対 語 「終」
の使 用法 を示 した もので ある。(4)のように 「始め」「初 め」 に対す る 「終
え」 とい う名詞形 は存 在 しない。(3)(5)(6)の「初 ま り」「始めて」「始め ま
して」については,用 法が流動的であ るので 「?」がつ けてあ る。辞 書 に
よってその扱 いが異な る。た とえば 『広辞苑』 では 「初 ま り」「始 めて」
「始 めま して」 と認 め てい るが,一 方 『角川 国語 中辞典』では 「初 ま り」
「始 めて」「始め まして」 の表記が ない。次 の(7)の表 は種 々の国語 辞典 の
「始 」 と 「初 」の使いわけであ る。
(7)
降 苑国語大1角川騨 繭 明繃 辞黼 締 劃 用字騰
はじめ・ 始 始 陣 剰 剰 始 剣 始 始
はじま・ 始 剃 始 剰 剃 剃 始 始 始
iはじまり 脚i始 剃 始 始 始訓 黝 始 始
はじめ 脚 始列 馴 翩 始初 始初 始初陣 初 嫐
はじめてi始 初1始 初 初 初 初}始 初 始初}初 初
1まじめまして随1ひ 葡 な 初 剃 障 剃 ひら梱 ひらがな
広辞苑:r広辞苑』岩波書店。昭和44年。
国語大:r日本国語大辞典』小学館。昭和50年。
角川:r角川国語中辞典』角川書店。昭和48年。
広辞林:r広辞林』三省堂。昭和48年。
新明解:r新明解国語辞典』三省堂。昭和47年。
新辞源:r新辞源』保育社。昭和38年。
新潮:『新潮国語辞典』新潮社。昭和40年。
新表記:r新表記辞典』第一法規出版。昭和48年。
用字 ・用語:r新用字 ・用語辞典』東京書籍。昭和48年。
(7)の表 か ら,(3)(5)(6)の「初 ま り」「始めて」「始 めまして」は認 めていな
い辞書 が多いのがわか るので,こ の小論 では,こ れ らのものを非文法的な
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もの とし て,そ れ らの用法上の規則 を探 ってゆ くことにす る。
動詞の 場合には 「始 め る」 「始 まる」 の ようにr始 」が使われ ることは
明 白で あ るが,そ の 名詞形 において,「 始」 と 「初」 が使 用上分 かれ る
よ うで あ る。 順 序 として自動詞 「始 まる」 の名詞形,さ らにそ の中での
eventiveなもの とnon-eventiveなもの,次 に他動詞 「始 め る」 の名詞形
のeve瓧iveなもの とnon・eventiveなもの,さ らに動詞性が薄れた 「は
じめて」 な どを考察 してゆ く。
2.1.自動 詞の名詞形
まず 自 動詞 厂始 まる」 の名詞 形 を と りあげてみ よ う。 名詞形 として認め
られ てい る形態 として 「始 ま り」「始 め」 「初 め」が ある。
(8)セ ミが夏の(始 ま り,?始め,*初 め)を 告 げた。
⑨ 夏 の(*始 ま り,*始め,初 め)に は いつ も山へ行 く。
(8)の「夏 の姶 ま り」 と(9)の「夏 の初め」 とはどのよ うに異 な るの であろう
か。 両者 とも 「夏が始 まる」 の名詞化形 と考えられ るものであ る。 「角川
国語 中辞 典』 では,「始 ま り」 「初 め」 の区別 につい て,⑩ のよ うに述べて
い る。
α◎ 「は じま り」 と 「は じめ」 とは 意味領域に重 な りを持つが,「は じま
り」は始 まる作用,す なわち 「い つ ・どこで,ま たは どのよ うにして
は じまるか」 とい うこ とに重点 が置 かれ るのに対 して,「 は じめ」は
「は じめてか らその しば ら く後 までの部分」 をさす。
つ ま り,「は じま り」は 「～ がは じま るとい うこと」を意 味 し,「は じめ」
は 「～の最初の部分」つ ま り,「はじ まる(は じめ られ た)も の(こ と)」
を意味 し,筆 者が従来か ら提案 してい る,eventiveNP,non-eventiveNP
の区別に まさに合 致す る。(8)(9)は英 語では次のQD⑫ に対応す る。
(11)thesummer'sbeginning
(121thebeginningofthesummer
(1DはeventiveNPで,⑫はnon-eventiveNPの例で ある。
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㈱ その映画の(始 ま り,a始め,*初 め)は7時 だった。
矼① その映画の(始 ま り,始 め,初 め)は お もしろ くなか った。
(13について,主 語 はeventiveNPの 解 釈 のみ可能 であ るので,non-
eventiveの「初 め」 は非交法的であ るが,(1◎においては,eventiveNP,
non-eventiveNPの両 方 の 解 釈 が可 能で ある。 「始ま り」 の場合 には
eventiveNPの解 釈つま り,㈲ に な り,「初 め」の場合 にはnon-eventive
の解釈 で,(is)のよ うにパ ラフレーズできる。
㈲ その映画の始 ま り方はお もしろ くなか った。
(16)その映画の最初の部分はお もしろ くなか った。
また言 い残 した ことで あるが,(8)(9)㈲⑭ の 「始め」につい ては,文 法
性,非 文法性が ゆれ てい る。 「始め」 と 「初め」 の区別につい て 『角川 国
語申辞典』は(17)のよ うに述べ てい る。
⑰ 「初 」は主 として時に関 して用い,「始」は主 として事柄 に用い る。
また 『新表記 辞典』 も上記辞典 と同様な 内容の ことを述べ,さ らに次の用
例 を加 えてい る。
(is)「初 」は 「8月 の初 め」,「始」は 「ことの始め」 の ように用い る。
この 「初め」 と 「始め」の区別はG◎の 「は じま り」 と 「は じめ」の区別に
酷似 してい る。 つ ま り 「初 め」誘 「始め」 もeventiveNPであ るが,
「初め」 は よ りnon-eventive的,「始め」はeventive的とい うことがで
きる。 換言すれば 「始 め」 はeventiveな面 か ら見 て 「始ま り」 と 厂初
め」 の申間に位置す るよ うな もので ある。
⑲ 私は人 類の(始 ま り,始 め,初 め)に 興味を持 ってい る。
⑲ にお いて 「始ま り」は 「人類がいかに して猿人 か ら進化 して きたか とい
うこと」 を表 わ していて,「初め」は 「人類の初期」を表わ し,「始 め」は
そ の両者の微 妙な中間の意味を表現 してい る。 ただ し 「始 め」 につ いて,
「蔚」(非文法 的)か 「a」(不 自然)あ るいは文 法的であ るかは,上 記種
々の辞書の扱い方か らもわか るよ うに,完 全 に流動的であ る。
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2.2.他動 詞の名詞形
次 に自 動詞 の場合 と同様な手順 で,他 動詞 の名詞形についての議 論に移
る。
⑳ 彼 の硬究 の(し)(*始 ま り,始 め,*初 め)は40才 にな ってからで
あっ た。
⑫①は次 の(21)のよ うにパ ラフレーズできる。
⑳ 彼 が研 究を始めたのは,40才にな ってか らであ った。
(21)から見 れば(20)はeventiveNPである ことは明 らかで あろ う。 また(22)も
eventiveNPの例で ある。
(22)彼の野球の(し)(*始 ま り,始 め》*初 め)は 劇 的であ った。
㈱ 彼 の研究の(し)(*始 ま り,始 め,*初 め)は 植 物学であった。
圃 彼 が研究を始めた ものは,植 物学であ った。
㈱は函の よ うに言 い 換 えができるので,non-eventiveNPの例 であ る。
これ らの 例か ら他 動詞 「始め る」の名詞 形は,eventive,non-eventiveと
も 「始め 」であ ることが,わ かる。 「始め」は 「始め る」 の連用形か らの
名詞形 で あって,「 始 ま り」が 「始 まる」 の連用形か らの名詞形であ るの
と平行 的であ る。 自動詞 の名詞形 であ る 「始め」がnon-eventiveNPに
近 いeventiveNPとい う不安定 な立場 にあ るのに対 して,こ の他動詞の
名詞 形で ある 「始め」は 「始め る」の名詞形 として,決 定的 なものであ る。
それゆえ,前 者の 「始 め」 と後者 の 「始め」 とは別 の語,つ ま り同音異義
語 と分類すべ きであ ろ う。「始め る」「始 まる」「始め」「初 め」を他動詞,
自動詞の 差,さ らに,名 詞,動 詞 の 差,お よ び,eventiveNP,non・
eventiveNPの差 異 を考慮すれば,次 の㈲の よ うに明確 に区別 ・分類で き
る。
動 詞 始め る儷)/
他 動 詞 名 詞 ＼event
non-'ve一 し)始 め
eventive-(し)始め
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自動詞＼碧海
騨 蒲
eventive一初 め(始 め)
2.3.「は じめて」と 「はじめまして」
「姶めて」と 「初めて」に関して,ど の国語辞典も 「初めて」について
は認めているが,「始めて」に関 しては不統一である。(7)の表を参照すれ
ば明らかであるが,「始めて」の表記がないのは 『角川国語中辞典』,『広
辞林』,『新明解国語辞典』,『新表記辞典』,『新用字 ・用語辞典』であ り,
(7)の表のうちのその他の 辞典は,い ずれも 「始めて」「初めて」の両方の
表記が見 られ る。特に表記についての基準ともなる 『新表記辞典』,『新用
字 ・用語辞典』に 「始めて」を認めていないことは注目に値す る。㈱鋤の
ように歴史的には 「はじめて」は 「はじめる」という動 詞 の連用形(て
形)か ら派生 したものである。
(26)a始めて く 始める(て形)
⑳ 初めて く*初める(て形)
ところが,飼 伽のように 「初める」は非文法的であるので 「始める」か ら
きたものであると考えられる。ゆえに 「はじめて」は本来は 「始めて」 と
いう表記が正 しいのであったが,「はじめて」が動詞性を失ない,副 詞 と
して定着するようになって,「始めて」から 「初めて」 という表記に移 っ
たと考えられる。「初」は 「始」に比較 して,語感が,(1りに述べたように,
時に関係が深いとい うことも 「初めて」が好まれるようになったと思われ
る。
㈱ 彼はテニスを(始めて,*初めて),健康をとり戻 した。
(29)彼は(2始めて,初 めて)テ ニスをした。
(28)x)のように 「はじめて」という同一の形態が,㈱ では動詞,(29)では副詞
として用い られているので,それぞれ,「始めて」「初めて」 となるのであ
る。
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次に 「はじめまして」 について,(7)の表から明らかなことであるが,
『広辞苑』,『広辞林』,『新辞源』,『新潮国語辞典』は 「始」を用い,『角川
国語中辞典』は 「初」を用いてお り,『日本国語大辞典』 は見出し語とし
てはひらがなを用いているが,次 の(30)(31)のように用例では 「初」の例を出
している。
(3①早瀬 さん,初 めまして一 『婦系図』〈泉鏡花〉
(31)これは初めまして,私 は 此(こ れ)の 叔父の家内でございまして
一 『新世界』〈徳田秋声〉
『新表記 辞典』と 『新用字 ・用語辞典』は 「はじめまして」のようにひら
がなを用いている。この 「はじめまして」も 「はじめて」と同様に,(32)(33)
のように 「始める」から派生したものであるので,本 来は 「初」より 「始」
であるべ きものであったが,動詞性が薄れて 「初めまして」とい う形式が
現われた。
(32)姶めまして く 始める(連用形)+ます
(33)初めまして く*初める(連用形)+ます
(34)のように本来の動詞の場合には 「初めまして」は非文法的である。
㈱ 私は昨年からパイプを(始 めまして,*初めまして)……
現在では 「初めまして」は 「初めて」ほどは発達していないが,今後 「始
めまして」よ り「初めまして」 と表記す る傾向が強 くなるということは,
「始めて」から 「初めて」への変化を見れば明らかであろう。
3.「 初 日」 と 「初 夏 」 とbeginning
第2章 において 「始ま る」 の名詞形 にはeventiveNPの「始ま り」 と
non-eventiveNPの「初 め」 の2種 が 存 在す る ことがわか った。 英語 の
beginはどうであろ うか。 名詞形 は動 名詞 のbeginningだけであ る。 こ
の章 においてはbeginningを「始 ま り」,「初め」 と比較 してみよ う。 ㈱
の文 を名詞化 した ものが(35)(36;(3'であ り,こ の順で名詞 性が強 くな り,も っ
とも強いのがnon-eventiveの㈱で ある。
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㈱ 年 が 始 ま る。
㈲ 年 が 始 ま る こ と(+e)
(36)年の 始 ま り(+e)
㈱ 年 の 初 め(-e)
(+e)と はeventiveの こ と で あ り,(-e)はnon-eventiveの こ と で あ
る 。 岡 ㈲ ㈲ 圃 に 対 応 す る 英 語 は 次 の(38)(39)(40)(41)であ る 。
(38)Theyearbegins.
(39)thattheyearbegins(十e)
(40)theyear'sbeginning(+e)
(41)thebeginningoftheyear(-e)
と こ ろ で ㈹ はeventiveNPの 解 釈 し か 有 さ な い 。 一 方 ㈲ は 普 通 はnon-
eventiveNPの意 味 で あ るがeventiveNPの 意 味 に も な り得 る。
(42)Isawthebeginningofthetrouble.
(42)はnon-eventiveNP(43),eventiveNP㈹の よ う に パ ラ フ レ ー ズ で き
る 。
(43)Isawthecauseofthetrouble.
㈹Isawthefactthatthetroublebegan.
㈲ はnon・eventiveNPの解 釈 し か 持 た な い 。
㈲Whatisthebeginningofthetrouble?
3.1.修飾関係 の交替
㈱ におけ る 「年 の初 め」 の名詞化が さらに進む と,㈹ の ような表現 が生
じる。
㈹ 年の初め→ 初 めの年(初 め ての年)
(46)のこ 変化は意味変化 である。英語 においても(41)のthebeginningof
theyearは修飾語 と被修 飾語 が交替 して,㈲ のよ うに なる。
(47)thebeginningoftheyear-一>thebeginningyear(the丘rstyear)
日本語の 「初」 を伴 なった熟語表現は(48)(49)のよ うに多 くが,「は じめての
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」「最 初の 」 とい う意味を持つ。
㈱ 初 日(最 初 の 日)
(49)初雪(最 初 の雪)
そ の他,こ の ようなものは次 の㈲のよ うにたL'へん数カミ多い。
(50)初年,初 代,初 犯,初 心,初 志,初 七 日,初 対面,初 耳,初 旬,初
任,初 歩,初 版,初 校,初 編,初 耳,初 声,初 段,初 発,初 陣,初 時
雨,初 婚,初 等,初 演,初 漁,初 潮,初 穂,初 午,初 寅,初 荷,初 萩,
初孫,初 夢,初 物,初 診… …。
ところが 「初夏」は 「は じめ ての夏」では な く,「夏 の初め」 とい う意味
で あって,こ の よ うな ものは次 の(51)である。
(51)初春,初 秋,初 冬
㈲ のよ うなものは,修 飾 ・被修飾 の交替 とい うこ とと,も う一つ別 の原因
も考 え られ る。た とえば 「初夏 」は,本 来 「初 めての夏 」を意味 し,こ れ
は 「今年 にな って初 めての夏」 つま り,「夏 の初め」 とい う意味 になった
とも考え られ る。 この ことは,修 飾 ・被 修飾 の 交 替 と も,あ るいは,
eventiveとnon-eventiveとも密接な関係 を持 ってい る。(50)(51)の両用
ものも存在す る。(52)である。
(52)初夜 初 めての夜一一 その季節 にな って初 めての夜。
＼ 盆 ＼ 結婚して初めて嘱
夜 の 初 め一 夕方から夜申まで
＼ 夜申から夜明けまで
まだ(53)(54)のようにこの関係が語順で示され るものもある。
(53)初年(初 めての年)
(54)年初(年 の初め)
次の 「始」付の熟語について,簡 単に触れてみたい。 「初一 」が 「修飾
・被修飾」の関係であるのに対 し,「始一 」は(55)のように 「動詞 ・目的
語」の関係になる。
(55)始業(業 を始めること)
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また,㈲ の ように 「 始」の場合には,「主語 ・動詞」 の関係 にもな る。
㈲ 年始(年 の始 ま ること)
ところが,こ の 「年 始」 は 「年初 」 とい う意味で用 い られ ることが多 い。
これは㈲ のよ うにeventiveNPのnon-eventive化の例 であ る。
㈲ 年 始(eventive)一→ 年初(non-eventive)
「始 」 とい う熟語 に も,こ のnon-eventive化の例 が存在す る。
㈲ 始審(審 を始め ること)<eventive>一→
初審(初 め ての審)〈non-eventive>
㈲ 始発(eventive)→初発(non-eventive)
(58)(59)はこの例 である。
4.結 語
英語 は 自動詞 ・他 動詞 ともbegin一語 で,そ の名詞形 もbeginningだ
けであ るが,日 本語 は,他 動詞 「始 め る」,自動詞 「始ま る」,他動詞 の名
詞 形 「始 め」,自 動詞 の名詞形 「始 ま り」,「初 め」 のよ うに,厳 密な語 い
体 系 を持 ってい る。そ して特 に自動詞 の名詞形が 「始 ま り」,「初 め」 の2
種 あることに関 して,日 本語がeventiveとnon-eventiveを,語い上区
別 してい る とい うこ とはたいへん興味深い。 またた とえば 「年始」が 「年
初 」の意味 にな るには,「eventiveNPのnon・eventive化」 とい う流れ
が底に存在 して いるとい うことが,判 明 した。eventive対non-eventive
とい う対応 を認識す ることは,英 語のみな らず,日 本 語の研究に も有 効で
あろ う。
